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１．	はじめに 
現在、地方のまちでは人口減や施設の老朽化などによ
り、コンパクトに縮小していく都市の構造改革がなされ
ている。都市が縮小していく中で、これからのまちの中
心となる場の仕組みを考え直すことが必要であるのでは
ないかと考えた。そこで、市民の生活を支え、まちの中
の様々な活動の中心拠点となるような場所を設計するこ
とにした。	
 
２．	敷地概要 
神奈川県厚木市は神奈川県の中央に位置する市である。
面積は約 94k ㎡。人口は約 22 万人。工業・住宅において、
東京・横浜の衛星都市として知られる一方、多くの山間
部や農業地帯を有している。大山方面登山への入口とな
っている他、市内には複数の温泉地が所在している多様
性に溢れる町である。大都市のベットタウンとして、単
線の駅ながらも企業や学校が多く、厚木市に通勤、通学
で来る人が多いことが要因であると考えられる。 
物流拠点として発展してきた背景から、自動車中心の
まちに作りかえられていった。これにより、まちの個性
が継承されずに発展してきたと考えられる。現在のまち
を調べてみると、行政サービスや教育、医療などの各施
設は充実しているが、それぞれが孤立していると考える。 
町の縮小に合わせ、現在の施設をネットワーク化し、つ
なげていくまちづくりを行うための中心となる居場所が
必要であると考える。 
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３．	設計概要 
・プログラム	
町の縮小に合わせ、現在の施設をネットワーク化し、つ
なげていくまちづくりを行うための中心となる居場所と
して、「アーバンデザインセンター」を計画する。	
図書館と庁舎の機能を複合化し、まちづくりにおいて学
ぶこと→話し合うこと→実現することの一連の流れに、
多世代の人々が関われる居場所として計画する。	
	
	
	
・対象敷地	
現在中央公園となっている場所を選定した。ここは、鮎
まつりや B1 グランプリなど、毎年様々なイベントが行わ
れており、町の人々にとっても親しみのある場所となっ
ている。また、小中高校の通学路、相模川を渡って来る
メインの交通道路、バス路線など、子供からお年寄りま
で人の動線が交差する。バス停もあり、駅前から歩いて
10 分ほどの距離に位置するため、徒歩でも来訪しやすい
ことから、ここを計画敷地とした。	
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・平面構成	
現在の敷地周辺街路を引き込み、多方面から緩やかなア
プローチを可能とする。駅周辺の中心市街地側と低層の
住宅が密集する市街地側に対して二つの機能をずらし、
たまり場を作ることで、まちを歩く人々の動線を引き込
む。また、大きなヴォリュームが生まれることによる南
北の分断を避けるため、中心に道を通し、ここが様々な
人々が入り混じる居場所となる。庁舎と図書館それぞれ
左右に入口をもうけることで、ウチとソトの両側からア
クセスできる。	
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・断面構成	
庁舎を訪れる人と、図書館を訪れる人、それぞれで働く
職員が出会い、混じり合うように空間を交差する。また、
棚田状にすることで、上下から相互の様子が伺える。各々
の動線交差する三階を庁舎と図書館の一部の機能を併せ
持つアーバンデザインセンターとする。ここが多世代の
人々の交流と出会いが生まれ、まちについて考えていく
居場所となる。	
図書館動線
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４．	おわりに 
都市が縮小していく中で、まちの個性や魅力を再発見
し、まちに住んでいる人々が様々な活動の拠点となる居
場所としてアーバンデザインセンターを計画した。今後、
地方都市において公共施設の複合化、集約化を行うとき、
公民学の緩やかな関係性が生まれる居場所を提示できた
と思う。 
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